
要約：本研究は，韓国の多文化家族の外国人妻を対象に，日常生活に関連した「苛々感」
（Irritated feeling）と精神的健康の関連性を明らかにすることを目的とした。調査対象は，
韓国 C 道に在住する多文化家族の外国人妻 2,000人とした。日常生活に関連したストレス
認知を独立変数，GHQ-12で測定された精神的健康を従属変数，また 5種類の変数（「夫と
妻の年齢差」「学歴差」「結婚形態」「夫の収入」「妻の韓国語習得状況」）を統制変数とした
因果関係モデルのデータへの適合性は，構造方程式モデリングで解析した。結果は，多文
化家族の外国人妻の苛々感は精神的健康に密接に関係しており，特に，「家族・近隣の人々
に対する否定的感情」と「経済的逼迫感」が強く精神的健康に関係していた。以上のこと
から，多文化家族の妻が日常生活の中で直面しているストレス問題を，社会福祉学的な観
点から生活問題と捉え直し，積極的に介入することの必要性が示唆された。

キーワード：外国人妻，生活ストレス，精神的健康，構造方程式モデリング
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4．考察

1．緒 言

最近の東アジア 3地域（日本，韓国，台湾）の国際結婚に共通した特徴（石井加世

子，2004 ; Kafman, E., 1999 ; Ko-Li Chin, 1994）は，近隣の東南アジア地域との経済格
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差（Push-Pull 理論）（Alicea, M., 1997）に起因する人口移動が顕著なこと，加えて，中

華人民共和国，モンゴル，フィリッピン，タイ，カンボジア，ベトナム，グルジア等の

地域から多くの女性を「ニュー・カマー」として迎え入れていることである。それらニ

ュー・カマーの増加は，前記の経済格差のみならず，「婚姻適齢人口の性比不均衡によ

る婚姻市場への圧迫」（キムトゥソプ，2006）が関係している。それは一方では，農村

地域の嫁不足の補完として，また他方では都市部の未婚男性の急増ならびに障害者や高

齢者に対する介護人の必要性を理由としている。しかし，それらニュー・カマーの多文

化家族を取り巻く生活環境は，「多文化共生」（国籍や民族などの異なる人々が，互いの

文化的ちがいを認めあい，対等な関係を築こうとしながら，共に生きていくこと）の視

座から見直すと，極めて劣悪で過酷な状況となっている（Lievens, J., 1999 ; Truong T-

d., 1996 ; Hong-zen Wang and Shu-ming Chang, 2002）。韓国政府は，そのような状況を

勘案して「在韓外国人処遇基本法」を 2007年に制定した。その基本方針は，「外国人の

人権保障」（教育や医療サービス等基本的人権保障の充実など），「国家競争力の強化」

（専門人力は積極誘致，単純技能人力は制限的導入／言語等の文化同質性を有する外国

籍同胞の優先配慮），「多文化包容と社会統合」（多様性に対する相互理解／結婚移民者

とその子どもに対する社会適応の支援）を重視し，国益と多文化家族を構成する家族員

の人権保障の均衡をはかろうとしている。それは，視点を変えるなら，国際結婚移民女

性に着目した制度や政策に関連した市民運動ならびに研究業績の成果とも言えよう

（Górny, A. and Kpiska, E., 2004 ; Tan, J. and Davidson, G., 1994；松本祐子，2004）。加

えて，韓国政府は 2008年に「多文化家族支援法」を制定し，同年 9月から施行してい

る。この「多文化家族支援法」には，多文化家族が安定した生活を送り，生活の質を向

上させられるよう，国や地方自治体が積極的に支援しなければならないという責務が述

べられ，具体的には，保健福祉家族省による 3年毎の実態調査，差別や偏見の防止と多

様性を認める土壌づくり，多文化家族への情報提供や教育支援を推進していくことの必

要性が盛り込まれている。なお，多文化家族の家族形成に関連した従来の研究では，夫

婦葛藤（Menjívar, C. and Salcido, O., 2002）等の日常的なストレス問題，国際結婚に関

連した結婚満足感（Rianon, N. J. and Shelton, A. J., 2003 ; Raj, A. and Silverman, J.,

2003 ; Kim, Jae-Yop. and Emery, C., 2003 ; Kasturirangan, A., Krishnan, S. and Riger, S.,

2004），精神的健康（Lee, E., 2007）等のストレス反応といった側面が検討されている。

ただし，東アジア 3地域の社会福祉学領域においては，ニュー・カマーとしての国際結

婚移民女性が家族形成を具体的に継続する中で，どのような生活問題（福祉ニーズ）に

直面し，またその生活問題が貧困，離婚，DV，ウエルビーイング等といった種々の次

元のアウトカムにどのように関係するのか，さらには国際結婚移民女性やその家族に対

するネガティブなインパクトを予防するにはどのようなソーシャルワーク援助技術が有
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効に機能するといえるのか，といった観点からの研究はほとんど蓄積されていない。国

際結婚移民女性を対象としたストレス研究を積極的に展開することは，その研究が単な

る社会福祉学領域の重要な学術研究の課題であるいうことに留まらず，多文化家族のウ

エルビーイングの維持・向上にとっても，また個々人の人権を尊重した社会福祉の実践

活動の展開にとっても有益な知見が得られるものと期待できる。

本研究は，多文化家族の外国人の妻を対象に，多文化家族に対する社会福祉学的な介

入指針をえることをねらいとして，日常生活に関連した苛々感（Irritated feeling）が精

神的健康にどのような影響を与えているかを明らかにすることを目的とした。

2．研究方法

本研究では，韓国 C 道に在住する多文化家族の妻を対象とした。韓国 C 道女性政策

開発院の研究員が，調査地域としてランダムに C 道内 9地域（4市 5郡）を選定し，

さらに調査対象として多文化地域センターを利用している多文化家族の妻をランダムに

2,000人抽出した。前記女性政策開発院の依頼を受けた多文化センターの責任者が調査

員となり，調査票の配布と回収を担当した。調査員は，調査実施に際して調査対象に調

査で得られた内容やプライバシーの保護に留意することを約束し，納得できた対象者の

みに回答を依頼した。

調査内容は，属性，日常生活に関連した苛々感（ストレス認知），精神的健康（スト

レス反応）で構成した。属性は，妻の年齢，国籍，学歴，結婚に至った経過（結婚形

態），家族構成，韓国語能力，ならびに夫の年齢，学歴，収入とした。それら質問には

調査対象となった妻がすべて回答した。前記調査内容のうち，夫の収入は月収で無収入

から 500万ウォン以上までの 7段階で把握した。結婚に至った関係は，商業的な仲介業

者の紹介による結婚か否か等について回答を求めた。妻の韓国語能力は理解能力，会話

能力，読む能力，書字能力の 4側面について，たとえば理解能力の場合は「1．まった

く分からない」「2．少しは分かる」「3．だいたい分かる」「4．よく分かる」の 4件法で

回答を求めた。また，前記の日常生活に関連した苛々感は，これまでの著者らの相談経

験等を基礎に 6因子各 4項目計 24項目（夫に対する否定的感情，家族・近隣に対する

否定的感情，韓国文化に対する否定的感情，社会生活活動に関する制限感，経済的な逼

迫感情，コミュニケーションに関する制限感）で構成した。妻の苛々感の回答と得点

は，「0点：全くそう感じない」，「1点：少しそう感じる」，「2点：かなりそう感じる」，

「3点：とてもそう感じる」とした。精神的な健康状態は GHQ-12（Goldberg, DP. and

Hiller, VF., 1979）で測定した。GHQ-12で測定された精神的健康状態は「1−1−0−0」方

式で得点化した。その総合得点は得点が高いほど不健康であることを意味し，一般的に

韓国の多文化家族における外国人妻の日常生活に関連した苛々感と精神的健康の関係 ２５



3点以上が精神的に不健康な状況に置かれていることを意味している。以上の調査に際

しては，中国語版，タガログ語版，タイ語版，ベトナム語版，日本語版を基本として準

備し，他の国々に属する場合は英語版を使用した。翻訳は，翻訳の専門家に依頼し，各

国数名のネイティブに予備調査を行いながら最終版を作成した。

統計解析では，多文化家族の妻の日常生活に関連した苛々感（ストレス認知）と精神

的健康（ストレス反応）の因果関係を，単回帰ならびに重回帰モデルのふたつを準備し

た。具体的には，独立変数を妻に対する否定的感情などの 6因子とする場合とそれら 6

因子で構成される二次因子モデルとする場合の因果関係モデルを仮定し，またいずれの

因果関係も従属変数は GHQ-12で測定された内容を 1因子モデルとした。このとき，

苛々感と精神的健康の関係性をより厳密に吟味するねらいから，統制変数として「夫と

妻の年齢差」，「学歴差」，「結婚形態」，「夫の収入」，「妻の韓国語習得状況（以下，「妻

のコミュニケーション能力」）」，の 5変数を採用した。「妻のコミュニケーション能力」

に関しては 4項目 1因子モデルを仮定した。結婚形態は，商業的な仲介業者の紹介によ

る結婚に対しては「1」，その他の結婚には「0」のダミー変数とした。

上記のふたつの因果関係モデルのデータへの適合性の検討には構造方程式モデリング

を採用し，相関係数は多分相関係数，重み付けは最小二乗法を採用した。測定尺度の因

子モデルならびに因果関係モデルのデータへの適合度の評価には，Root Mean Square Er-

ror Approximation（RMSEA）と Comparative Fit Index（CFI）を採用した。なお，本研

究で用いた測定尺度の信頼性は「日常生活に関連した苛々感」と「妻のコミュニケーシ

ョン能力」はクロンバックの α 信頼性係数，GHQ-12は KR-20信頼性係数で求めた。

以上の統計解析には，所蔵の「SPSS 12.0 J for Windows」と「Mplus 2.14」を使用した。

統計解析には，回収された 1,250人（回収率 62.5％）のデータのうち，統計解析に必

要なデータに欠損値を有さない 719人のデータを投入した。

3．研究結果

3−1．対象者の属性（表 1）

集計対象 719人の属性の分布は表 1に示した。妻の年齢は平均 30.0歳（標準偏差

7.4，範囲 18～58歳），夫の年齢は平均 42.6歳（標準偏差 5.9，範囲 27～63歳）であっ

た。夫と妻の年齢差は平均 12.6歳（標準偏差 7.0，範囲－5～40歳）であった。結婚に

至った経過は，上位 3位までに着目するなら，「商業的な仲介業者の紹介による結婚」

が 313人（43.5％），「韓国で国際結婚している友人の紹介による結婚」が 118人（16.4

％），「宗教団体の紹介による結婚」が 108人（15.0％）の順であった。夫の月収は，「100

万－200万ウォン未満」が 381人（53.0％）で最も多く，「100万ウォン未満」が 177人
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表 1 対象者の属性分布（n＝719）
単位：人（％），n＝719

年齢 妻 平均年齢 30.0歳 標準偏差
範囲

7.4
18～58

夫 平均年齢 42.6歳 標準偏差
範囲

5.9
27～63

平均 12.6歳 標準偏差
範囲

7.0
−5～40

結婚に至った経路 商業的な仲介業者の紹介による結婚
宗教団体の紹介による結婚
韓国で働いている家族・親戚の紹介による結婚
韓国で国際結婚している友人の紹介による結婚
外国人労働者として韓国に滞在し日常生活での恋愛で結婚
その他

313
108
103
118

27
50

（43.5）
（15.0）
（14.3）
（16.4）
（3.8）
（7.0）

夫の月収 100万ウォン未満
100−200万ウォン未満
200−300万ウォン未満
300−400万ウォン未満
400−500万ウォン未満
500万ウォン以上
収入なし

177
381

91
18
11

4
37

（24.6）
（53.0）
（12.7）
（2.5）
（1.5）
（0.6）
（5.1）

妻の国籍 中華人民共和国
ベトナム国
日本国
フィリピン
タイ国
モンゴル
カンボジア
インドネシア
カザフスタン
その他

164
267

56
141

23
19
31

2
3

13

（22.8）
（37.1）
（7.8）
（19.6）
（3.2）
（2.6）
（4.3）
（0.3）
（0.4）
（1.8）

最終学歴（夫） 未就学
小学校卒業
中学校卒業
高等学校卒業
専門学校相当の学校の卒業
大学（4年制）卒業
大学院卒業

11
64

122
376

52
76
18

（1.5）
（8.9）
（17.0）
（52.3）
（7.2）
（10.6）
（2.5）

最終学歴（妻） 未就学
小学校卒業
中学校卒業
高等学校卒業
専門学校相当の学校の卒業
大学（4年制）卒業
大学院卒業

13
76

221
222
111

64
12

（1.8）
（10.6）
（30.7）
（30.9）
（15.4）
（8.9）
（1.7）

家族構成 夫婦だけ
夫婦と子ども
夫婦と子どもと夫婦の兄弟姉妹
夫婦と子どもと義父母（義父母のいずれでも可）
夫婦と子どもと自分の親（父母のいずれでも可）
夫婦と子どもと自分の親と夫婦の兄弟姉妹
その他

86
249

16
150
134

18
66

（12.0）
（34.6）
（2.2）
（20.9）
（18.6）
（2.5）
（9.2）
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（24.6％），「200万－300万ウォン未満」が 91人（12.7％），「収入なし」が 37人（5.1

％），「300−400万ウォン未満」が 18人（2.5％），「400−500万ウォン未満」が 11人

（1.5％），「500万ウォン以上」が 4人（0.6％）の順であった。妻の国籍は，上位 3位に

着目するなら，「ベトナム」が 267人（37.1％），「中華人民共和国」が 164人（22.8％），

「フィリピン」が 141人（19.6％）の順であった。夫と妻の最終学歴は，第一位に着目

するなら，夫は「高校卒業」が 376人（52.3％）と最も多く，妻は「高校卒業」が 222

人（30.9％）であった。家族構成は，上位 3位までに着目するなら，「夫婦と子ども」

が 249人（34.6％）と最も多く，「夫婦と子どもと義父母（義父母のいずれでも可）」が

150人（20.9％），「夫婦と子どもと自分の親（父母のいずれでも可）」が 134人（18.6

％）の順となっていた。

3−2．各測定尺度の妥当性と信頼性および得点分布

3−2−（a）外国人妻の日常生活に関連した苛々感測定尺度

外国人妻の日常生活に関連した苛々感の質問に対する回答分布は表 2に示した。外国

人妻の日常生活に関連した苛々感測定尺度の因子構造モデル（一次因子を「夫に対する

否定的感情」，「家族・近隣の人々に対する否定的感情」，「韓国文化に対する否定的感

情」，「社会生活活動に関する制限感」，「経済的な逼迫感情」，「コミュニケーションに関

する制限感」で構成し，「日常生活に関連する苛々感」を二次因子とする二次因子モデ

ル）のデータへの適合性は，CFI が 0.937, RMSEA が 0.081となっており，統計学的な

許容水準を満たしていた。また，クロンバックの α 信頼性係数は 24項目で 0.908であ

った。多文化家族の妻の苛々感の平均は 20.4点，標準偏差 13.9，範囲は 0～67点であ

った。

3−2−（b）．精神的健康（GHQ-12）

精神的健康（GHQ-12）における回答分布は表 3に示した。GHQ-12因子構造モデル

（12項目で構成される一因子モデル）のデータへの適合性は，CFI が 0.916, RMSEA が

0.105であり，パス係数に異常値は観察されなかった。KR-20信頼性係数は 0.821であ

った。GHQ-12の得点分布は，平均が 3.7点（標準偏差 3.0）で，3点以上を精神的に不

健康とするなら，該当者は 426人（59.2％）であった。

3−2−（c）．外国人妻のコミュニケーション能力測定尺度

外国人妻のコミュニケーション能力の質問に対する回答分布は表 4に示した。妻のコ

ミュニケーション能力は，「回答 4」に着目するなら，理解能力は 182人（25.3％），会

話能力は 171人（23.8％），読む能力は 160人（22.3％），書字能力は 143人（19.9％）

であった。なお，これら 4項目を 1因子とする因子モデルのデータへの適合性は，CFI

が 1.000, RMSEA が 0.066で（読む能力と書字能力間の誤差相関を認めた），統計学的
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表 2 日常生活に関連した苛々感に関する回答分布
単位：人（％），n＝719

質問項目
回答カテゴリ

全くそう
感じない

少しそう
感じる

かなりそう
感じる

とてもそう
感じる

【夫に対する否定的感情】
X 1夫の言動（ふるまい）が理解できず不愉快になる
X 2夫は親身に悩みを聞いてくれないので悲しい
X 3夫は気分のムラが激しくて気持ちが落ち着かない
X 4夫は私の要求をほとんど拒否するので腹が立つ

255（35.5）
290（40.3）
412（57.3）
338（47.0）

255（35.5）
248（34.5）
182（25.3）
240（33.4）

125（17.4）
115（16.0）

85（11.8）
90（12.5）

84（11.7）
66（9.2）
40（5.6）
51（7.1）

【家族・近隣に対する否定的感情】
X 5舅・姑が優しくないので悲しい
X 6舅・姑に自分の気持ちが伝わらないので悲しい
X 7舅・姑と意見が合わず悩まされる
X 8家族からお金のため結婚したと疑いを受けるので，気分が悪い

429（59.7）
330（45.9）
368（51.2）
457（63.6）

174（24.2）
234（32.5）
200（27.8）
139（19.3）

71（9.9）
87（12.1）
96（13.4）
60（8.3）

45（6.3）
68（9.5）
55（7.6）
63（8.8）

【韓国文化に対する否定的感情】
X 9韓国の冠婚葬祭は難しく煩わしい
X 10韓国社会は男尊女卑の傾向が強いので不愉快になる
X 11韓国社会の礼儀作法は複雑なので頭が混乱する
X 12韓国社会はコシアン（ダブル）に対する差別や偏見があるので不愉快になる

253（35.2）
254（35.3）
238（33.1）
302（42.0）

284（39.5）
267（37.1）
292（40.6）
272（37.8）

112（15.6）
113（15.7）
110（15.3）

89（12.4）

70（9.7）
85（11.8）
79（11.0）
56（7.8）

【社会生活活動に関する制限感】
X 13緊急の助けが必要なときに相談できる人がいないので悲しくなる
X 14近隣の人が自分や自分の国を馬鹿にしているので腹が立つ
X 15交通手段，町中の標識や信号等の意味が分からず外出に不安を感じる
X 16社会保障（医療保障など）の利用が難しくて不安になる

336（46.7）
397（55.2）
396（55.1）
348（48.4）

224（31.2）
205（28.5）
207（28.8）
248（34.5）

74（10.3）
66（9.2）
79（11.0）
79（11.0）

85（11.8）
51（7.1）
37（5.1）
44（6.1）

【経済的逼迫感】
X 17家族（自分の親や兄弟）に仕送りができず心苦しい
X 18夫の収入が不安定なので将来の生活に不安を感じる
X 19生活必需品がほとんど買えないので悲しい
X 20借金やローンがいつ返済できるか心配になる

262（36.4）
244（33.9）
314（43.7）
409（56.9）

234（32.5）
265（36.9）
239（33.2）
172（23.9）

117（16.3）
104（14.5）

97（13.5）
76（10.6）

106（14.7）
106（14.7）

69（9.6）
62（8.6）

【コミュニケーションに関する制限感】
X 21言葉習得の時間や機会が少ないので，楽しくない
X 22近隣の人から言葉が下手なことで嘲笑され，悲しい
X 23韓国語だけの会話の意味が理解できないので，生活が楽しくない
X 24ハングルで書かれた文章の意味はほとんど理解できないので，字を見た

だけで，とても頭の中が混乱する

312（43.4）
381（53.0）
239（33.2）
414（57.6）

210（29.2）
215（29.9）
263（36.6）
207（28.8）

100（13.9）
76（10.6）

113（15.7）
62（8.6）

97（13.5）
47（6.5）

104（14.5）
36（5.0）

表 3 精神的健康に関する回答分布
GHQ−12 単位：人（％），n＝719

質問項目
回答カテゴリ＊

回答 1 回答 2 回答 3 回答 4

Y 1何かをする時にいつもより集中して
Y 2心配事があって、よく眠れないことは
Y 3いつもより自分のしていることに生きがいを感じることが
Y 4いつもより容易に物ごとを決めることが
Y 5いつもストレスを感じたことが
Y 6問題を解決できなくて困ったことが
Y 7いつもより問題があった時に積極的に解決しようとすることが
Y 8いつもより気が重くて、憂うつになることは
Y 9自信を失ったことは
Y 10自分は役に立たない人間だと考えたことは
Y 11一般的にみて、幸せといつもより感じたことは
Y 12ノイローゼ気味で何もすることができないと考えたことは

335（46.6）
95（13.2）

356（49.5）
271（37.7）
116（16.1）
113（15.7）
365（50.8）
101（14.0）
146（20.3）
258（35.9）
331（46.0）
336（46.7）

272（37.8）
226（31.4）
257（35.7）
311（43.3）
264（36.7）
259（36.0）
268（37.3）
246（34.2）
258（35.9）
263（36.6）
268（37.3）
248（34.5）

93（12.9）
300（41.7）

92（12.8）
115（16.0）
254（35.3）
283（39.4）

73（10.2）
310（43.1）
262（36.4）
143（19.9）
103（14.3）
112（15.6）

19（2.6）
98（13.6）

14（1.9）
22（3.1）

85（11.8）
64（8.9）
13（1.8）
62（8.6）
53（7.4）
55（7.6）
17（2.4）
23（3.2）

＊項目 1：「回答 1：できた」，「回答 2：いつもと変わらなかった」，「回答 3：いつもよりできなかった」，「回答 4：まったく
できなかった」
項目 2, 3, 6, 9, 10, 12：「回答 1：まったくなかった」，「回答 2：あまりなかった」，「回答 3：あった」，「回答 4：まったくで
きなかった」
項目 4, 7：「回答 1：できた」，「回答 2：いつも変らなかった」，「回答 3：できなかった」，「回答 4：まったくできなかっ
た」
項目 5：「回答 1：あった」，「回答 2：いつもと変わらなかった」，「回答 3：なかった」，「回答 4：まったくなかった」
項目 8：「回答 1：まったくなかった」，「回答 2：いつもと変わらなかった」，「回答 3：あった」，「回答 4：たびたびあった」
項目 11：「回答 1：たびたびあった」，「回答 2：あった」，「回答 3：なかった」，「回答 4：まったくなかった」
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に有意な水準を満たしていた。クロンバックの α 信頼性係数は 4項目で 0.883であっ

た。妻のコミュニケーション能力測定尺度で求めたコミュニケーション能力の平均は

8.0点，標準偏差 2.6，範囲は 0～12点となっていた。

3−3．外国人妻の日常生活に関連した苛々感と精神的健康の関係

3−3−（a）．単回帰因果関係モデルのデータへの適合性と変数間の関係

外国人妻の日常生活に関連した苛々感を 6因子 24項目で構成した二次因子モデルを

独立変数，GHQ-12の 1因子モデルを従属変数とする単回帰因果関係モデルは，データ

に適合した（図 1）。妻の日常生活に関連した苛々感から GHQ-12に向かうパス係数は

表 4 外国人妻のコミュニケーション能力に関する回答分布
単位：人（％），n＝719

質問項目
回答カテゴリ＊

回答 1 回答 2 回答 3 回答 4

Xa 1話の内容が良く分かりますか
Xa 2気楽に話せますか
Xa 3新聞や雑誌が読めますか
Xa 4文章が気楽に書けますか

10（1.4）
27（3.8）
37（5.1）
65（9.0）

88（12.2）
83（11.5）

125（17.4）
105（14.6）

439（61.1）
438（60.9）
397（55.2）
406（56.5）

182（25.3）
171（23.8）
160（22.3）
143（19.9）

＊理解能力：「回答 1：全く分からない」「回答 2：少しは分かる」「回答 3：だいたい分かる」「回答 4：よく分かる」
会話能力：「回答 1：気楽に話せない」「回答 2：少しは気楽に話せる」「回答 3：だいたい気楽に話せる」「回答 4：気楽に
話せる」
読む能力：「回答 1：全くよめない」「回答 2：少しは読める」「回答 3：だいたい読める」「回答 4：よく読める」
書字能力：「回答 1：気楽に書けない」「回答 2：少しは気楽に書ける」「回答 3：だいたい気楽に書ける」「回答 4：気楽に
書ける」

図 1 夫の日常生活に関連した苛々感と精神的健康の関係（標準化解）
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0.537（寄与率 31.3％）で，統計学的に有意な水準にあった。このことは妻が日常生活

に関連した苛々感を強く感じているほど，精神的健康が損なわれていることを示唆して

いる。なお，統制変数として投入した夫と妻の年齢差，結婚形態，夫の収入，妻のコミ

ュニケーション能力は妻の苛々感に有意な関係を示していた。換言するなら，夫と妻の

年齢差が高いほど，商業的な仲介業者の紹介による結婚をしている妻ほど，夫の収入が

低いほど，また妻のコミュニケーション能力が低いほど，日常生活に関連する苛々感が

強かった。しかし，夫と妻の学歴差は苛々感に統計学的に有意な関係になかった。ま

た，精神的健康に対していずれの統制変数も統計学的に有意な関係になかった。

3−3−（b）．重回帰因果関係モデルのデータへの適合性と変数間の関係

外国人妻の日常生活に関連した苛々感の下位概念である 6因子を独立変数，GHQ-12

の 1因子モデルを従属変数とする重回帰因果関係モデルは，データに適合した（図 2）。

家族・近隣の人々に対する否定的感情と経済的逼迫感から GHQ-12に向かうパス係数

図 2 夫の日常生活に関連した苛々感の各領域と精神的健康の関係（標準化解）
注 1）図中の四角は観測変数，楕円は潜在変数を意味する。観測変数内の英数字は項目を区別するために便

宜的に記載した。
注 2）図中の実線は統計学的に有意なパス，破線は統計学的に非有意なパスである（有意性検定ができない

制約されたパスを除く）。なお，実線（破線）上の数値は標準化推定値，†はモデル識別のために制
約を課したパスである。

注 3）図の煩雑化を避けるため，誤差変数および誤差変数間の相関係数の数値は省略している。
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はそれぞれ 0.193, 0.405で，統計学的に有意な水準にあった。しかし，夫に対する否定

的感情（0.105）と韓国文化に対する否定的感情（－0.020），社会生活活動に関する制限

感（－0.041），コミュニケーションに関する制限感（－0.031）から GHQ-12に向かう

パス係数は統計学的に有意な水準を示さなかった。また，夫と妻の年齢差は家族・近隣

の人々に対する否定的感情，社会活動の制限感，コミュニケーション制限感に有意な関

係を示しており，夫と妻の年齢差が高いほど，家族・近隣の人々に対する否定的感情，

社会活動の制限感，コミュニケーション制限感を強く認知している傾向にあった。夫の

収入は家族・近隣の人々に対する否定的感情，社会活動の制限感，経済的逼迫感に有意

な関係を示しており，夫の収入が低いほど，家族・近隣の人々に対する否定的感情，社

会活動の制限感，経済的逼迫感を強く認知している傾向を示した。妻の言語能力は夫に

対する否定的感情，韓国文化に対する否定的感情，社会活動の制限感，経済的逼迫感，

コミュニケーション制限感に有意な関係を示しており，妻の言語能力が低いほど，夫に

対する否定的感情，韓国文化に対する否定的感情，社会活動の制限感，経済的逼迫感，

コミュニケーション制限感を強く認知している傾向にあった。結婚形態は家族・近隣の

人々に対する否定的感情，社会活動の制限感に有意な関係を示しており，商業的な仲介

業者を通して結婚している妻ほど，家族・近隣の人々に対する否定的感情，社会活動の

制限感を強く認知している傾向にあった。なお，夫と妻の学歴差はいずれの変数に対し

ても統計学的に有意な関係になかった。

4．考 察

最近の東アジア 3地域の国際結婚移民女性に関連した社会問題は，一般的に，1）売

買婚的な結婚，2）身分上の不安，3）家庭内暴力，4）貧困，5）外国人に対する排除と

偏見，6）コミュニケーション，7）子どもの教育などに類型化されている。また，多文

化家族の家族形成に関連した従来の研究では，夫婦葛藤（Menjívar, C. and Salcido, O.,

2002），結婚満足感（Rianon, NJ and Shelton, AJ, 2003 ; Raj, A. and Silverman, J., 2003 ;

Kim, JY. and Emery, C., 2003 ; Kasturirangan, A., Krishnan, S. and Riger, S., 2004），精神

的健康（Lee, E., 2007）等が検討されている。しかし，国際結婚移民の妻が日常的生活

に関連しているどのようなストレスに曝露され，またそれが精神的健康にどのように影

響しているかを検討した研究はほとんど見あたらない。本研究では，韓国多文化家族を

対象とする社会福祉学的な介入に必要な基礎資料をえることをねらいとして，妻の日常

生活に関連した苛々感と精神的健康との関連性を明らかにすることを目的に行った。そ

の際，日常的に遭遇する多文化家族の妻のストレス曝露状況をよりリアリティーに表現

することに主眼を置いて，可能な限り多文化家族の夫が遭遇しているストレス問題をよ

韓国の多文化家族における外国人妻の日常生活に関連した苛々感と精神的健康の関係３２



り総合的に反映させながら，それらの概念的ならびに数量的な加算性（一次元性）を確

認しつつ，そのストレス反応へのインパクトの程度を明らかにすることを志向した。具

体的には，多文化家族の妻が日常的に経験しているストレス問題を 6領域に区分し，か

つそれら領域に関連した調査項目を，適切な統計学的方法を駆使することで，因子構造

モデルを構築し，それら因子と GHQ-12で測定された精神的健康との関連性について

潜在変数を用いて整理した。潜在変数を用いることの利点は，要素間の関連性の希薄化

を誤差を取り除くことで克服し，より正確な関係の程度が把握できることにある。

その結果，まず第一に，韓国の多文化家族の妻の精神的な健康状態を示す GHQ-12

の総合得点は，平均が 3.7点（標準偏差 3.0）で，3点以上を精神的に不健康とするな

ら，該当者は 426人（59.2％）に達していることを明らかにした。一般的に，思春期か

ら青年期にかけての精神的な不健康状態，たとえば抑うつ症状を呈する者は成人より高

く（Kandel, DB. and Davies, M, 1982 ; Kaplan, SL., Hong, GK. and Weinhold, C., 1984；

川上憲人ら，1987 ; Craig, TJ. and Van Natta, PA., 1979 ; Hirschfeld, RMA. and Cross,

CK., 1982），年齢とともに低下し，高齢者ではまた高くなることが指摘されている

（Zung, WWK., 1967）。またさらに，思春期の女性で抑うつ症状を呈している者の割合

が高い（高倉実ら，1996 ; Schoenbach, VJ. et al., 1982 ; Garrison, CZ. et al., 1989）とも

報告されている。本研究の結果から，多文化家族の妻の精神的な健康状態は，通常の

人々に比して決して良好な状況にあるわけではないことが示唆された（Abraham, M.,

1999）。従って，精神的健康状態に日常的なストレス問題がどのように関係しているか

を明らかにすることが，最終的には社会福祉的なアプローチを体系化していく上で重要

な情報をもたらすものと判断されることから，本研究ではそれら変数間の関連性を検討

した。

統計解析の結果は，前記因果関係モデルはデータに適合し，多文化家族の妻の日常的

な生活の中での苛々感は精神的健康に密接に関係している（寄与率 31.3％）ことを示し

ていた。また本研究で取り上げた妻の苛々感を構成している 6領域（夫に対する否定的

感情，家族・近隣に対する否定的感情，韓国文化に対する否定的感情，社会生活活動に

関する制限感，経済的な逼迫感情，コミュニケーションに関する制限感）のうち，特

に，「家族・近隣の人々に対する否定的感情」と「経済的逼迫感」が強く精神的な健康

と関係していた。従来の精神的健康に影響すると想定されている性別や年齢等の要因

（増地あゆみら，2001；藤野善久ら，2006；三浦理恵ら，2009）に比して，多文化家族

の妻の生活に関連したストレス問題は，彼らの精神的な健康状態に対して大きな影響力

を持っていると言えよう。なおこの結果は，視点をかえるなら，ラザルスのストレス認

知理論（Lazarus, RS. and Folkman, S., 1987）が，前記仮説の実証的な検討を通して，検

証されたことを意味している。ストレス認知理論を援用したストレス認知とストレス反
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応の関連性（因果関係）を想定する仮説を導出し，その実証的な検討を志向した著者ら

の一連の研究は，職場問題（岡田節子ら，2001；佐藤ゆかりら，2003），育児問題（中

嶋和夫ら，1999；岡田節子ら，2004）や介護問題（Sadanori Higashino et al, 2003 ; Sadanori

Higashino et al, 2005），高齢者の機能低下問題（森本美智子ら，2002；森本美智子ら，

2005；矢嶋裕樹ら，2004 ; Yuki Yajima et al, 2004）等と関連したものであったが，本

研究の結果は，理論の検証という観点からは，それらと同様の知見と位置づけられる。

換言するなら，多文化家族の妻のストレス問題はストレス認知理論に従うことで，今後

さらに一層解明が進むものと推察され，その成果は社会福祉学的な介入にとって大きな

貢献をもたらすものと期待できよう。他方，「家族・近隣の人々に対する否定的感情」

と「経済的逼迫感」が特に精神的健康と密接に関連していたことは，社会福祉学的アプ

ローチの必要性を示唆する意義深い情報と言えよう。たとえば，多文化家族の妻の経済

的な逼迫感情は夫の収入とも関係していたことを考慮するなら，多文化家族の貧困問題

にどのように介入すべきか，それは従来からの社会福祉学的な重要課題であって，その

解決に向けての介入は精神的な不健康の快復，ひいてはウェルビーイングの改善に繋が

るものと言えよう。他方，ネガティブなストレス認知は，たとえば介護者にあっては高

齢者虐待（柳漢守ら，2007；桐野匡史ら，2005），母親にあっては児童虐待（唐軼斐ら，

2005 ; 2007）と密接に関連することが知られている。従って，その知見を援用するな

ら多文化家族の妻の生活に関連したストレス問題の解決は，社会福祉学的な個別介入に

おける重要な課題なることを専門家は強く認識すべきものと言えよう。

以上，本研究においては，韓国の多文化家族の妻を対象に生活に関連したネガティブ

なストレス認知を苛々感で把握し，その精神的健康への影響について検討することで，

ストレス認知理論を支持する結果を得た。また特に，「家族・近隣の人々に対する否定

的感情」と「経済的逼迫感」が精神的健康に影響していたことは，多文化家族の妻に対

する地域福祉計画や個別介入プログラムの開発にとっても意義深い知見と言えよう。た

だし，多文化家族の妻の生活に関連したストレス問題に対する個別介入に際しては，い

まだ介入のための知識や技術が十分に確立しているとは言い難いことから，その解決に

向けての研究が喫緊の課題と言えよう。
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The purpose of the study was to clarify the relationship between Irritated feeling and the
mental health of the multi-cultural family foreign wife of Korean. In this study, 2000 multi-
cultural family foreign wife who live in C prefecture of Korea. The questionnaire consisted to at-
tribute irritated feeling related to daily life and mental health. Put five variables（difference of the
age between husband and wife, difference of the education between husband and wife, husband’s
income, marriage continuance, foreign wife’s learning condition of Korean）as a control vari-
ables, and analyzed suitability of causation model’s data which are irritated feelings related to
foreign wife’s daily life as independent variables, mental health condition measured with GHQ-
12 as dependent variable with structure equation modeling. As a result, causation model which
examined above-mentioned factor statistically fitted in with meaningful standard data. Specially,
‘negative feelings towards family/neighbors’ and ‘economic pressure’ was strongly related to
mental health. From the above result, place stress related to daily life with living problem or liv-
ing needs from a social welfare studies point of view for multi-cultural family wife’s mainte-
nance and promotion of mental health, and was suggested to take an active hand.

Key words : Foreign wife, Daily life stress, Mental health, Structural equation modeling
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